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r-･････････････J)F究J)tEf･
｢数の多様な見方を育てたい｡｣ と考える教師 は多いO しか し,多様 な見方を
打てるための具体的な方術を持た/i.いまま捜巣に取 り組んでい るのが来場ではな
いだろ うか｡
そこで,本研究では,耶 l学年 r6. 7. 8. 9. 10の合成 ･分解｣に焦点
をあて, 6, 7, 8, 9, 10についての多様 な見方を育てるための牧師J)かか
わ りについて.央践を過 してrTIらかに してい く｡
1 研究のねらい
｢数の多様な見力｣を育てることはなぜ火
gJなのかをnJlらかにしないまま指蒋すると.
｢数の多様な見方｣を教え込んで,後はその
k'着をはかるための練習を練 り返す とい うよ
うなことになりかねないOこれでは,多様な
見hを育てているのではなく.多様な見方を
した結果を教え込んでいることに しかならな
いo r数の多様な見方｣は教え込むのではな
く,子どもが自分で気づくようにすることが
人gJであると考える｡
そこで,本研究では.第 1学年 ｢6, 7,
8. 9, 1Oの合F'X.分解｣に焦点をあて,
次の点をBjlらかに したいと考えたo
O 6, 7,8,9, 10についての多様
な見hを斤てることはなぜ大切なのかを
明らかにする｡
0 6,7.8,9, 10についての多様
な見方を育てるための教師のかかわ りに
ついて明らかにする｡
2 研究の内容
(1) 6, 7, 8, 9, 10についての多様
な見方を鬼視するわけ
数を多様に見ることができる f･は. 8+7
のような換 り上が りのあるた し井に出会った
とき, ｢8と2で 10になる｣ ｢7は2と4
に分けられる｣とい うように見ることができ
るので,数え足 しではないよりよい計許の仕
方を自ら兄いだすことができる｡ さらに, 6
+7のときは, ｢10｣になる数を ｢8と2｣
から ｢6と4｣に変えて見たり, ｢2と5に
分けられる｣と見ていた数 ｢7｣を ｢4と3
に分けられる｣と変えて見た りして,6+7
の計第をしていくことができる｡
このように,一つの数を固定的に見るので
はなく多様に見ることのできる子どもを育て
ることは,計井の仕方を自分の力で考えてい
くができる子 どもを育てることにつながると
考えている｡
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(2) 6, 7. 8, 9, 10についての多様
な見)I-を市てる教恥のかかわ り
数の多様な見ノノを教師が知らせて,それを
覚え込ませるとい う授業では.数の多様な見
)J-は斤たないD -(-どもが活動をしていくFLJで
自然に救u)多様な見方ができるようになるこ
とが大切であると考え,ゲームのTm発を中心
に次の①～③の工夫をする｡
① 散の多様な見方が自然にできる場の工夫
｢じんとりゲーム｣のDfl発
この ｢じんとりゲーム｣ (以下, ｢6の じ
んとりゲーム｣で説明する)には次のような
3つの特徴があり.ゲームをしていく中で,
自然に6の多様な見方ができるようになると
考えている｡
(ゲームの特徴 1)
6のじんとりゲームをしていく中で.
｢や った !5対 1になったぞ !｣と言 っ
たり, ｢今は4だから,あと2回勝てば
いいぞ｡ ｣と考えたりできるので.自然
に6 (6つのHi地)を他の数と関係づけ
て見やす くなる｡
(ゲームの特徴 2)
2色のおは じきで6つの陣地を作って
いるので,6が2つの数で合成 されてい
ることが視覚を通 してとらえやすくなる｡
(ゲームの特徴 3)
じゃんけんで 1つずつ陣地が動くので,
勝ったら自分の肺地が 1つ増え,相手の
陣地が 1つ減るというように, 6をつく
っている2つの教がいろいろに変わって
いくので.6の多様な見方が自然にでき
るようになる｡
※ゲームの仕方
6の じんとり ゲーム
上のようなゲーム板 (2人に 1枚)を使い,
次のルールで行 う｡
7 2人組を作 り,それぞれ追 う色のおは
じきを6胸t)つて右 と左に分かれる｡
イ じゃんけんをし,勝った人は,どちら
かの端か らおはじきを置いていく｡
ウ 6つの陣地がおはじきでいっぱいにな
っても, じゃんけんを統ける｡
エ じゃんけんに勝 った人は.相手のおは
じきをのけて,その場所に自分のおは じ
きを荘き,自分の陣地を広げる｡
オ これを繰 り返 し,全部自分U)帥地にし
た人の勝ち｡
② ｢ゲーム｣ と ｢放｣を結びつける工夫
r6の じんとりゲーム｣をしていろいろな
帥地に分かれたことを次のように託 し合わせ.
おは じきと数を対応 させながら結びつけるよ
うにする｡
まず. 6つの陣地がいろいろな2つの陣地
に分かれていたことを2色のおは じきを使っ
て魚板に下の図 1のように盤理する｡
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次に,/I)かれ たおは じきを凶 2のよ うに,
2つの故 と対応 させてい く｡
これによ り, 6つu)陣地 を分けた 2色のお
は じきと, ｢6は 2と4｣ とい うよ うな 2つ
の数を使 っての表現を結び付けることができ
るよ .)になるC
(卦 散の多様な見方を活用す る場の工夫
数の多様な見方 をいろいろな場で活用す る
ことができるよ うに,次の r超能力ゲー ム｣
と rラッキー 10ゲーム｣を開発 した｡
超能力ゲーム
この ｢超能力ゲーム｣は.得点板のますを
見て ｢4と2かな ?3と3かな ?｣ とじんと
りゲームで 2色に分かれたおは じきをイメー
ジ しなが ら,次第に数 としての r6｣を多様
に見ることができるよ うに工夫 している｡
※ r6｣の場合V)ゲームの仕方
ア 下の得点板 (1人に 1つずつ) とお
は じきを用意 し,2人組 (教師対児藍
で もよい)になって, じゃんけん をす
る｡
6のちようの うりよくゲーム
江 :口の超能力ゲームの場合は,
□ますの得点板になる｡
イ じゃんけんに勝った人は, 6佃のお
は じきを両手に分けて持 ち (持つ とき.
相手に見えないよ うに), rい くつ と
- 3 -
い くつで しょう?J とJWく｡
ウ J州カりtた人I.i, ｢4と2｣などと,
超能力 をー働かせ て,答 えを言 う｡
エ 超能力が効いて正解 した場合は,浴
は じきを 1つ匿 く｡
不-)F.脈の場合卜t.州T･が 1つ;rlくo
オ かわ りぽん二に rい くつ とい くつ ､/J
とたずね.早 くます がおは じきでいっ
ぱいになった人の勝 ち｡
ラッキー 10ゲーム
このゲームは, rlOJの ときだけのゲー
ムで,山そ うな Uu)数 を叫ぶ ところにポイン
トがある｡相手にきちん とW こえるよ うに声
に出 して舌 うことで, 10は 2つの数 を使 っ
て表せ ることがよ り強 く悪投できるよ うに工
夫 している.
※ゲームの仕方
ラッキー lOゲー ム
ス コ■-〟◆ ル
-ト
-[
ア 上のゲー ム板 1枚 と十面体 さいころ
を 2つ用意 し.二人組 になって じゃん
けんをす る｡
イ じゃんけんに勝 った人は, 2つの さ
い ころを同時にふ る｡
り さいころをふ るとき, ｢3と 7 !｣
とい うよ うに, 10になるよ うに大き
な声で叫びなが らふ る｡
エ 叫んだ数 とさいころU)UがIHIじだっ
た ら. 3,=tす迦める｡
叫んだ数 と同 じでなくても.ちょう
ど 10になっていた ら, 2ます進める｡
10になっていなかったときは,残
念'Tt'として LiEす迎める｡
オ 早くゴールまでついた人の勝ち｡
3 研究の実際
(1)単元EI頓
｢じんとりゲ-ム｣などをしていく中で,
政は多様な見方ができることに気づき.6,
7, 8, 9. i0の合成 .分解をすること
ができる｡
(2)指導計uaL
1時 6の合成 .分解 日 中.位時即日
2時 7の合成 ･分解 (1申_位時間)
3時 8の合成 ･分解 (1号1位時間)
4時 9の合成 ･分解 (l単位時rFIl)
5.6時 10の合成 ･分解 (2単位時間)
(3)授業の展開 (｢6｣の合成 ･分解)
｢5｣は, ｢1と4｣ ｢2と3｣などいろ
いろな2つの数で表せることを振 り返 らせた
後. ｢6｣について尋ねると,次のように口
々に言い出 した｡
C ｢5｣がいろいろあったんだから ｢6｣
だって,いろいろあると.1LT.いますo
C ｢5｣ と同 じように ｢じんとりゲーム｣
をすればす ぐ分かるよ｡
r5の じんとりゲーム｣をして. ｢5｣が
いろいろな2つの数で表せ ることが分かった
ことを思いLUした子 どもは, ｢6｣ も同 じよ
うに ｢じんとりゲームj を していけばよさそ
うなことに気づいてきた｡
※※ポイン ト1※※
｢6の じんとりゲーム｣を していく【l-で,
自然に ｢6｣を表すいろいろな2つの数に
出会えるようにす る｡
｢6の じんとりゲーム｣u)ルールを柵かめ
た後, r6の じんとりゲーム｣U)ゲーム板を
渡す と.子どもは, さっそ く2人組になって
じゃんけんを始めていった｡ しば らくの脚は,
じゃんけんをす る声 しか聞 こえてこなかった
が,次第に ｢や った !4対 2だ !｣といった
声が聞こえるようになってきた｡
6のじんとりゲームをする子どもの様子
子 どもは ｢6の じんとりゲームJを進めて
いく中で,次のA児や B児のように考えなが
ら6つの陣地がいろいろな 2つの陣地に分か
れることを意識 してきたO
ゲーム中のA児の様子
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ク ムー中のD児の様子
だいたいの /･が 2回戦まで終わったところ
で,ゲームの様子を話 し合 う活動に入ってい
ったO
※※ポイン ト2※※
初めから数で整理 していくU)ではなく,
2色のおは じきを使って黒板に整理 してい
くようにし.その後.おはじきと敦を対応
させながら結びつけるようにする｡
6つの陣地は,ゲームの途中でどのように
なっていたかを尋ね,まず,図 3のようにお
はじきを使って整理 していったO
6つの じんち
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図3 おはじきでの朗 図 4 8でq)皇居
次に.2色のおは じきを使って,6つの陣
地がいろいろな2つの陣地に分かれたことが
確かめられたところで,数で表すとどうなる
かを尋ねた｡
C O●●●●●のときは, 6が 1と5に
分かれていますo
C OO●●●●のように, 6が 2と4に
分かれているときもあ ります｡
このように して,子どもは. 2色のおは じ
きと政を対I.L.t=させなが ら図 4のように6の合
成 ･分解を完成 させていった｡
※※ポイン ト3※※
得点板のますを見て ｢4と2かな ?3と
3かな ?｣とじんとりゲームで 2色に分か
れたおはじきをイメージ しなが ら,次第に
数 としての ｢6｣を多様に見ることができ
るように工夫 した ｢超能力ゲーム｣をする｡
｢超能力ゲーム｣は本時が初めてなので.
教師対子 ども全員で行った｡また,ゲーム板
は, r6の じんとりゲーム｣のゲーム板をそ
のまま使 うことに し,早く6つますをおは じ
きでいっぱいに した人の勝ちに した｡
6つのおは じきを両手に分けて持って,
｢いくつといくつで しょう?｣ と尋ねると,
u々に, ｢2と4｣ ｢5と1｣などと去って
きた｡その反応を見ただけで,子どもは ｢6｣
をいろいろな2つの数で表すことができるよ
うになってきている手応えを感 じることがで
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きた｡ さらに,その手心えを織かなものにす
るために. ｢今日は,初めてだからヒン トを
あげよう｡片手だけ見せてあげるか ら, しっ
か り超能力を働かせてよo ｣と言いながら片
手を開き3つのおは じきを見せたo
すると子どもは, ｢よし !分かった !Jと
全Elが白はたっぷ りに r3だ !Jと叫んだ｡
同 じように してゲームを授け,どの子 も
｢6｣を多様に見ることができるようになっ
てきたことを政信 し,授業を終えた｡
(4)その後の子 どもの姿
5+3のた し算の計算の仕方を考える学習
になると.子どもは, 5, 6, 7, 8と数え
止す考え (図 5)に対 して,次U)ように反論
してきた｡
〇〇〇〇〇 〇〇〇
ヽ一･.一･.｢√一･.一･.一･.一･.一･′
閲 5 救え足す考え
C いちいち数えなくても, 5と3なんだ
から. 8に決まっています｡
C 的から, 8は5と3だと分かっている
ので,数えなくても分か ります.
〇〇〇〇〇 〇〇〇
一ヽ･.-.lY.-.-I.-J 一ヽ一一｢ -メ
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Lg6 8の多様な見方を活用する考え
このように.子どもは ｢8｣の多様な見方
を17;-川して,図 6のように ｢5と3で8｣と,
より簡単な計井の仕方を兄いだすことができ
た｡
また, 8+3のような繰 り上が りのあるた
し井の計製の仕方を考える学習でも.教師が
数え足す考えを提示すると,次のように発表
してきた｡
C いちいち救えるのは,めんどうだと思
いますDぼくは,図 7のように考えま し
た｡
〇〇〇〇〇 〇〇〇
}
〇〇〇 l
2佃もつてきて 10にする,
図 7 まず 10を作る考え
C 私 もそ うしました｡ 8はあと2で 10
になるんだか ら, 3を2と 1に してその
2個をもってくれは,すぐできます｡
C 10を作っておけば,あとは簡単です｡
このように子どもは, r8はあと2で 10
になる｣ とか ｢3は2と 1に分けられる｣と
いった款の多様な見方を活用 して.まず 10
を作って計昇する計井の仕方のよさにも気づ
いていった｡
4 研究のまとめと今後の挟地
政の合成 ･分解の授濃において,EJ休に数
の多様な見方に気づくことができるようなゲ
ームを開発 し実践 してきた｡敦の多様な見方
を活用するたし井の計算の仕方を考える切 L由
で子どもは,自ら敦を多様に見て,よりよい
計井の仕方に気づくことができていた｡ この
ことは,子どもの数の多様な見方が育ってい
る姿であると考えることができる｡
今後も.さらにかかわ り方を工夫をして数
の多様な見方を育てていきたい｡
(平成9年4月25日受理)
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